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残土
受入地

西・北東新ゲート
（R6.6）

北東新ゲート1
（R6.6）

西ゲート

南東ゲート

西新ゲート南
（R6.2）

❶車両出入口の増設

排水処理
スペース ❸建設作業員車両用

駐車場等の確保

交通広場
（0.45ha）

❼ゲート増設

コンテナ車両及び工事車両の道路上待機
による道路通行への影響の可能性

入場待機場所の確保、スムーズな
入場による道路上待機車両の解消

❻ゲート時間延長
（早朝・昼休み時間帯）

❼ゲート増設
（17⇒22ゲート）

❽CONPAS
（ R6.3.29より運用開始）

❺待機場の追加整備
（440台⇒670台分）

【物流車両】【工事車両】

❶車両出入口増設
（３⇒8箇所）

❷工事車両
待機場所等の確保
（観光外周道路の活用）

❾夢洲北高架橋前倒し完成、工事用として活用
（R6.12末⇒R6.9末⇒R6.7末）

：工事車両ルート

：物流車両ルート

：既設ゲート

：新設ゲート

：重複影響箇所

❸建設作業員車両用
駐車場等の確保
（1000台）

※万博会場の施工にあたる建設事業者等の意見
も踏まえ、取組むべき課題をとりまとめ

北東・南東
新ゲート

（R6.6）

❾夢洲北高架橋の完成
（工事車両の通行）
（R6.9末→R6.7末）

西新ゲート
（R6.11）
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❺待機場の追加整備

北東ゲート
（R6.10撤去）

北東新ゲート2
（R6.8）

❷工事車両待機場所の確保
→外周道路追加(R6.5～)

➍万博工事の資材置場への活用

➍バックヤードの確保
（2.45ha）

IR用地
（2ha）

夢洲会場周辺の
交通課題と対策（全体像）



2024年（R6）６月時点（現時点）

❶車両出入口の増設

（４→7箇所）
残土

受入地

排水処理
スペース ❸建設作業員車両用駐車場等の確保

➡R6.5より500台分供用開始

西新ゲート南
（R6.2済）

西・北東新ゲート
（R6.6）

北東新ゲート1
（R6.6）

北東・南東
新ゲート

（R6.6）

❷工事車両待機場所の確保

➡R6.5より、外周道路
の一部の１車線を占用

❺待機場の追加整備

➡R6.3.19より 20台追加供
用、計100台供用開始

：工事完成（予定）施設

：工事車両ルート

：物流車両ルート

：既設ゲート

：新設ゲート

：重複影響箇所

：工事着手施設

西ゲート

南東ゲート

【工事進捗状況】

パビリオンA工事の本格化に伴う
更なる車両の増加

入場待機場所の確保、スムーズな
入場による道路上待機車両の解消

❽CONPAS
➡R6.3.29より運用開始

❺待機場の追加整備
➡520台⇒540台

【物流車両】【工事車両】

❶車両出入口増設
➡4⇒7箇所

❻ゲート時間延長
➡道路待機車両解消
に向けて適宜実施

【対策の進捗状況】

❸建設作業員車両用
駐車場等の確保
➡500台供用開始

❷工事車両
待機場所等の確保
➡西新ゲートの使用開始
とともに外周道路
（一部）を待機場所
として確保 ❼ゲート増設

➡運用に向けたシステム
改修中

北東ゲート

※ 今後の調整状況により、変更となる場合がある。
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➍IR用地(1ha)の万博工事の
資材置場への活用（R6.6）

➍バックヤードの確保
（2.05ha）

交通広場
（0.05ha）

IR用地
（2ha）



残土
受入地

西・北東新ゲート
（R6.6済）

北東新ゲート1
（R6.6済）

西ゲート

南東ゲート

西新ゲート南
（R6.2済）

❶車両出入口の増設
（２増１減）

排水処理
スペース

交通広場
（0.25ha）

❷工事車両待機場所の確保

➡外周道路追加（R6.10）

❷工事車両待機場所
の確保（R6.5）

2024年（R6）10月以降

❸建設作業員車両用駐車場等の確保

➡R6.7より1,000台分供用開始

：工事完成（予定）施設

：工事車両ルート

：物流車両ルート

：既設ゲート

：新設ゲート

：重複影響箇所

：工事着手施設

【工事進捗状況】

万博関連工事の最盛期
※交通量（万博＋IR＋インフラ）が

最も厳しい状況

入場待機場所の確保、スムーズな
入場による道路上待機車両の解消

❽CONPAS
➡R6.3.29より運用開始

❺待機場の追加整備
➡540台⇒670台(R6.12)

【物流車両】【工事車両】

❶車両出入口増設
➡7⇒8箇所

❻ゲート時間延長
➡道路待機車両解消
に向けて適宜実施

【対策の進捗状況】

❸建設作業員車両用
駐車場等の確保
➡1,000台供用開始

❷工事車両
待機場所等の確保
➡北東新ゲートの使用開
始とともに外周道路
全周（1/3車線）を
待機場所として使用 ❼ゲート増設

➡運用に向けたシステム
改修中

❾夢洲北高架橋前倒し完成、工事用として活用
（R6.12末⇒R6.9末⇒R6.7末）

北東・南東
新ゲート

（R6.6済）

北東新ゲート2
（R6.8済）

❼ゲート増設
➡R7.2より運用開始

西新ゲート
（R6.11）

※ 今後の調整状況により、変更となる場合がある。
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❺待機場の追加整備

➡R6.12より 130台追加供用、
計230台供用開始

北東ゲート
（R6.10撤去）

➍資材置場
の活用

（R6.9）

➍バックヤードの確保
（2.２5ha）

❾夢洲北高架橋の完成
（工事車両の通行）
（R6.9末→R6.7末）

IR用地
（2ha）



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

❶車両出入口 3か所 7か所

❷観光外周道路での

　 待機場所

❸建設作業員の駐車場等 0台

➍バックヤードの確保

❺待機場の整備

❻ゲート時間延長

❼ゲート増設

❽CONPAS

物

流

対

策

実施（物流車両や工事車両の多い時期を対象）

運用システム導入・設備類整備

本格運用準備

❾夢洲北高架橋の前倒し 高架橋整備 工事車両車両への通行を活用

増設工事

観光外周道路の活用（約1,500ｍ）

※概ね150台分

観光外周道路の活用（約2,000ｍ）

※概ね200台分

300台 500台 1000台

520台 540台 670台

2.05ha（IR用地2.0ha追加）
0.05ha（駅前広場）

8か所7か所

2.25ha（駅前広場0.2ha追加） 2.45ha（駅前広場0.2ha追加）

令和７年令和６年

4か所

工

事

車

両

対

策

8か所

■会場周辺の交通課題の対応スケジュール

（観光外周道路での待機場所の確保イメージ図）

ＩＲ側万博側

待機車両車線

歩道 自転車道 観光外周道路の車道 4車線を3分割

工事車両通行車線
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※ 万博関係者の通勤車両の削減等に寄与するよう、Osaka Metro中央線の夢洲駅まで
の鉄道運行を万博開幕の2か月以上前の令和7年1月末に開業できるよう取り組む

9月末⇒7月末完成に
前倒し

８月より

建設作業員の駐車場（南東エリア）

工事車両の新設ゲート(西・北東新ゲート）
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